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１．基本情報 

渡航先国名・地域名（☆） フランス 

滞在都市（☆） パリ 

留学先大学等名（☆）  

留学先での所属学部/研究科

（☆） 

MSc in management 

留学先で主に使用した言語 英語 

渡航先への入国日（☆） 2017 年 03 月 30 日 

渡航先からの出国日（☆） 2017 年 06 月 30  日 

渡航先国での滞在期間（☆） ３ヶ月 

同伴者の有無・続柄・年齢等 同級生一人と一緒に 

その他  

２．留学先の大学に関する情報 

２．１授業に関する情報 

履修科目名称 

履修期間 

授業時間（○分×△回） 

授業形態（講義・セミナー） 

取得単位数 

Luxury retail management  

2017 年４月から２０１７年６月まで 

180 分×１０回 

Guest speakers,Retail safari,Connected store project 

 

履修科目名称 

履修期間 

授業時間（○分×△回） 

授業形態（講義・セミナー） 

取得単位数 

Quantitative risk management 

2017 年４月から２０１７年６月まで 

180 分×１０回 

講義 

履修科目名称 

履修期間 

授業時間（○分×△回） 

授業形態（講義・セミナー） 

取得単位数 

 

履修科目名称 

履修期間 

授業時間（○分×△回） 

授業形態（講義・セミナー） 

取得単位数 
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履修科目名称 

履修期間 

授業時間（○分×△回） 

授業形態（講義・セミナー） 

取得単位数 

 

履修科目名称 

履修期間 

授業時間（○分×△回） 

授業形態（講義・セミナー） 

取得単位数 

 

履修科目名称 

履修期間 

授業時間（○分×△回） 

授業形態（講義・セミナー） 

取得単位数 

 

履修科目名称 

履修期間 

授業時間（○分×△回） 

授業形態（講義・セミナー） 

取得単位数 

 

履修科目名称 

履修期間 

授業時間（○分×△回） 

授業形態（講義・セミナー） 

取得単位数 

 

履修科目名称 

履修期間 

授業時間（○分×△回） 

授業形態（講義・セミナー） 

取得単位数 

 

留学生（日本人）の割合 少ない 

成績評価の方法（試験・課題の

数や分量等） 

授業による。試験で評価するのもあるし、レポートや発表で

評価するのもある。 

履修科目の制限等（あれば） ５コマまで 

（英語圏以外の場合） 

英語の使用頻度、英語での授業

科目の充実度等について 

英語で開講する授業は半分ぐらいある 
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語学に関するｻﾎﾟｰﾄ(特別授業、

ﾁｭｰﾀｰ、ｴｯｾｲﾗｲﾃｨﾝｸﾞに関するｻ

ﾎﾟｰﾄ等) 

なし 

授業内での留学生に対するｻﾎﾟ

ｰﾄ等 

なし 

その他  

 

２．２福利厚生に関する情報 

大学内での福利厚生施設(生

協・購買・食堂)について 

学内に食堂と昼食を売店があるが、お昼の時間帯だけ営業す

る。 

図書館について 月曜日から金曜日までは朝９時から夜１０時まで開館 

土曜日は朝１０時から夜６時まで開館 

日曜日は閉館 

保健ｾﾝﾀｰ等の有無 あり 

ｸﾗﾌﾞ・ｻｰｸﾙ等について  

留学生へのｻﾎﾟｰﾄ なし 

オリエンテーション等学校主

催の行事について 

交換留学生向けのオリエンテーション、Farewell Party があ

った。 

現地の学生との交流について 授業など 

他の留学生との交流について 授業など 

学外での活動について（地域コ

ミュニティー活動等） 

 

長期休暇中の過ごし方  

その他  

 

３．ビザ・入国・渡航直後の手続きに関する情報  

ビザの種類（☆） 長期留学ビザ 

ビザの取得手続について（申請

方法、申請から取得までの所要

期間等）（☆） 

Campus France で登録したうえで、東京の大使館で手続きを

した。 

利用航空会社 Air China 

入国の際の現地空港名 Charles de Gaulle 

空港から滞在先への移動につ

いて（交通手段や所要時間） 

学校までのバスがあり、１時間ぐらいかかる。 

電車でもいいが、乗り継ぎがある。 

入国審査について（提示した書

類、審査官からの質問等） 

パスポートを提示しただけで、意外とスムーズだった。 
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渡航後の手続き(在留届の提

出、外国人登録等) 

留学期間が短かったから、手続きはいらなかった。 

その他  

４．金銭に関する情報 

奨学金の受給 有   無√ 

奨学金名  

奨学金月額受給額（円）  

入国時に用意した金額 1000 ユーロ 

ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞについて（ｶｰﾄﾞ会社

名・日常の利便性） 

 

留学中に利用した銀行名  

現地での銀行口座開設につい

て（開設の有無・手続き等） 

Societe Generale の Visa Debit Card 

ﾃﾞﾋﾞｯﾄｶｰﾄﾞの使用について  

日本からの送金方法について  

1 ヶ月の生活費（目安）  

その他  

 

５．暮らしに関する情報 

５．１住居に関する情報 

住居の種類(学生寮（一人部

屋・二人部屋）・ｱﾊﾟｰﾄ等) 

二人部屋（キッチン、トイレ、シャワー共用） 

家賃 539 ユーロ（渡航前に、600 ユーロぐらいの管理費を払った）。 

住居を探した方法・時期 学校の寮 

荷物の運搬方法 

（ハンドキャリー、国際宅配便

（会社名、プランも）等 

スーツケース 2 つ 

その他  

５．２ 食生活についての情報 

普段の食事（自炊・食事つき学

生寮等） 

自炊 

1 ヶ月の食費  

その他  

５．３ その他日常生活に関する情報 

電話について SIM Card を買った。 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄについて（Wi-Fi 環境

等） 

キャンパス内に Wi-Fi がある。 
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ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰについて 図書館にパソコンがある。 

郵便について 学校の近くに郵便局がある 

交通機関について ERE 電車 

治安について よくなかった、学校の近くではひったくり事件が時々起る、

夜は一人で出かけないほうがいい。 

保険について 海外留学保険に加入した。 

医療機関・薬について  

気候と服装について 緯度が高いので、夏は日が暮れるのが遅い。 

普段の買い物について 学校の近くに Shopping Mall がある、とても便利。 

娯楽・行事について  

日本語の使用について 日本語ぜんぜん使わなかった。 

日本から持参して特に役立っ

たもの/持参したら良かったも

の 

炊飯器 

留学前にしておいて良かった

こと/しておけば良かったこと 

フランスは意外と英語を使わない国で、行く前にフランス語

を少し勉強したほうがいいと思う。 

その他  

 

６．就職活動に関する情報 

留学前の就職活動について（セ

ミナー参加、自己分析、業界研

究、就活サイト登録等） 

就活サイトに登録した 

留学中の就職活動について 

（海外からの情報収集、企業へ

のｺﾝﾀｸﾄ、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ等） 

 

 

７．語学の学習方法について 

留学前に準備したこと、語学

能力試験対策等 

IELTS 

留学中の学習方法、工夫した

こと等 

 

留学後にどれぐらい語学力

が伸びたか（主観的な実感や

具体的なスコア等） 

 

８．その他 

留学して得られたこと  

留学中に困ったこと  
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留学前/留学中に参考になっ

たウェブサイト等 

 

 

９．留学体験談・エッセイ（様式任意） 

留学を決めた理由、現地で履修した授業およびその感想、楽しかったこと、大変だったこと、

これから留学を考えている後輩へのメッセージ等を１～２ページ（様式任意）で記載してくだ

さい。また、留学中に撮影した写真数枚（本人も映っているもの）も合わせて提出してくださ

い（国際交流室の HP や Newsletter に掲載させていただく可能性があります）。 

 
2017 年 4 月から 6 月までの間、フランスの ESSEC Business School へ留学していま

した。ヨーローパ世界を体験し、視野を広げることでグローバル世界で活躍できる人材に

なろうと思い、フランスのパリへの留学を決めました。3 ヶ月の交換留学、あっという間

に終わりました。今、改めて振りかえてみると、留学を通じて、語学力の向上だけではな

く、様々な国籍の人と知り合い、視野が広げました。そして、それぞれの違いを受けいれ、

お互いに尊重することやコミュニケーションの大切さを学び、以前よりも自分のやり 
たいことをもっと積極的に行動するようになりました。 
パリはとてもきれいで歴史が古い国際的な大都市です。フランスへ行く前に、私はフラ

ンスの歴史、政治などにはあんまり知らなかったのですが、博物館や美術館などを訪れる

ことにより、フランスだけではなく、ヨーローパの歴史や文化などに興味を持つようにな

りました。 
授業も刺激が多かったです。パリはフアッションで有名で、Luxury retail management 

という授業を履修しました。今まで触れた授業のタイプと違って、ゲストスピーカーとグ

ループワークに分かれています。グループワークは二つの課題があります。一つは、同じ

グループの人たちは、実際に先生が決めたブランドのお店に調査をし、自分なりのレポー

トを完成することです。もう一つは、パリの郊外にある La valle village という outlet と
一緒にそこの経営課題について提案し、プレゼンテーションをすることです。レポートの

完成にはそれほど問題はなかったのですが、英語でのプレゼンテーションや PPT の作成は

かなり苦労しました。提案が先生に何度も拒否され、議論、修正の繰り返しでした。自分

もそれなりの高い英語力と実際の経営問題解決の理論と実践知識の欠如に痛感しました。

そして、授業を通じて、いろんな国の学生と交流でき、友達になりました。お互いに助け

合うことで有意義な留学生活ができました。こういうタイプの授業は私にははじめてです。 
フランスへ留学に行く前には不安でしたが、心の温かい人々、助けてくれた友人に恵ま

れて充実な３ヶ月を過ごしました。また、留学中には、一人でフランスの各地に旅行に行

くことで、行動力が身についたような気がします。 
 




